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市
冷
害
対
策
協
議
会
を
設
置
し
検
討
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冷
害
に
よ
る
農
作
物
の
作
況
は
、
台
風
な
ど
の
被
害
と
あ
わ
せ
て
、

戦
後
最
大
の
凶
作
と
な
り
ま
し
た
。
当
市
に
お
い
て
も
冷
害
に
よ

り
、
山
間
地
域
の
稲
作
に
大
き
な
被
害
が
出
、
特
に
標
高
五
百
㌶

以
上
の
田
で
は
収
穫
が
皆
無
に
等
し
い
所
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

市
で
は
、
営
農
指
導
や
救
済
対
策
を
実
施
す
る
た
め
普
及
所
・
農

協
と
連
携
し
、
十
月
十
三
日
付
で
冷
害
対
策
協
議
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
国
・
県
の
救
済
策
に
加
え
て
、
市
の
救
済
策
を

決
定
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
市
民
税
・
国
保
料
・
国
民
年
金
の

減
免
を
適
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
年
の
冷
害
に
よ
る
農

作
物
の
育
成
に
つ
い
て
七
月
以
来
、

山
間
地
域
を
中
心
に
不
作
の
心
配
が

出
て
き
た
た
め
、
普
及
所
・
農
協
な

ど
と
連
携
し
て
会
議
を
開
き
、
調
査
・

営
農
指
導
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
市
議
会
社
会
経
済
常
任
委
員
会

や
農
協
・
普
及
所
職
員
ら
と
作
況
調

査
を
九
月
に
行
っ
た
ほ
か
、
山
間
集

落
の
代
表
に
よ
る
救
済
に
つ
い
て
の

陳
情
も
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
収
穫
期
に
入
り
、
標
高
五
〇
〇
折

以
上
で
は
収
穫
が
皆
無
に
等
し
い
所

も
あ
る
な
ど
、
山
間
地
域
の
被
害
が

著
し
く
、
被
災
農
家
を
救
済
す
る
た

め
、
本
部
長
に
丸
山
市
長
、
副
本
部

長
に
小
林
市
農
協
代
表
理
事
組
合
長
、

ほ
か
四
名
の
委
員
に
よ
る
市
冷
害
対

策
協
議
会
を
十
月
十
三
日
付
で
設
置

し
ま
し
た
。

　
国
は
、
戦
後
最
大
の
凶
作
と
な
っ
た

今
年
の
冷
害
に
対
し
、
新
潟
県
を
激

甚
災
害
法
に
適
用
し
共
済
金
の
早
期

支
払
い
や
金
融
対
策
を
決
定
。
あ
わ

せ
て
県
も
対
策
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
市
で
は
、
標
高
三
〇
〇
層

以
上
の
集
落
を
対
象
に
、
市
独
自
の

対
策
を
含
め
た
四
本
の
柱
か
ら
な
る

救
済
策
を
決
定
し
ま
し
た
。

一
金
融
対
策
繭

　
　
「
新
潟
県
農
林
水
産
業

囲　
　
　
振
興
資
金
」
利
子
補
給
事
業

■
資
金
種
目
　
経
営
資
金
…
種
子
、

肥
料
、
農
業
資
材
等
の
購
入
経
費

■
貸
付
対
象
者
（
標
高
三
〇
〇
材
以

上
集
落
の
生
産
者
）

損
失
額
が
平
年
の
農
業
総
収
入
の
一

〇
％
以
上
で
市
長
の
認
定
を
受
け
た

人■
貸
付
限
度
額
　
個
人
…
原
則
と
し

て
二
五
〇
万
円
（
上
限
三
五
〇
万
円
）

■
貸
付
金
利
　
三
・
五
％
（
基
準
金

利
六
・
六
％
の
う
ち
市
が
一
・
O
％
、

県
が
二
二
％
補
助
）

■
償
還
期
限
　
原
則
と
し
て
五
年
以

内
。
（
う
ち
据
置
き
二
年
以
内
）

　
※
国
の
天
災
融
資
法
に
よ
り
十
二

月
二
十
六
日
か
ら
、
天
災
資
金
に
借

換
え
ま
す
。

　
　
「
天
災
資
金
」
利
子
補
給
事
業

圏　
　
■
資
金
種
目
　
経
営
資
金
…
種

子
・
肥
料
・
農
業
資
材
等
の
購
入
経
費

■
貸
付
対
象
者
（
標
高
三
〇
〇
折
以

上
集
落
の
生
産
者
）

減
収
量
が
平
年
収
穫
量
の
三
〇
％
以

上
で
、
か
つ
損
失
額
が
平
年
の
農
業

総
収
入
額
の
一
〇
％
以
上
で
市
長
の

認
定
を
受
け
た
人

2



を実施　ド
‘一

1農作物の被害に対じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
十
日
町
市
災
害
減
免
条
例
を
適
用
〉

■
減
免
対
象
者
　
次
の
3
つ
の
基
準
に
該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

①
農
作
物
の
減
収
が
平
年
農
作
物
収
入
の
3
0
％
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
前
年
中
の
合
計
所
得
が
6
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
農
業
所
得
以
外
の
所
得
釜
額
が
2
4
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

■
減
免
の
内
容

　
下
表
の
区
分
に
よ
っ
て
、

農
業
所
得
に
係
る
市
民
税

　
の
所
得
割
額
で
、
災
害
を

受
け
た
日
以
後
徴
収
す
る

税
額
に
つ
い
て
減
免
さ
れ

ま
す
。

■
減
免
申
請
の
手
続
き
　
該
当
す
る
人
は
、
1
1
月
3
0
日
㈹
ま
で
に
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
市
民
税
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線
m

　
～
m
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
申
請
免
除
を
適
用
〉

■
免
除
対
象
者
　
　
農
業
所
得
を
含
め
世
帯
全
員
の
所
得
の
合
計
が
、

低
所
得
で
あ
る
場
合
に
免
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

■
免
除
の
内
容
　
申
請
の
あ
っ
た
月
か
ら
平
成
6
年
3
月
ま
で
の
保
険

料
を
免
除
し
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の
資
格
は
継
続
し

ま
す
が
、
年
金
を
受
け
る
と
き
に
そ
の
分
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
免
除

分
の
保
険
料
は
、
免
除
さ
れ
た
月
の
翌
月
か
ら
1
0
年
以
内
に
納
入
す

　
る
か
、
年
金
受
給
申
請
ま
で
に
納
入
す
れ
ば
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
免
除
申
請
の
手
続
き
　
市
民
課
年
金
係
（
費
内
線
幽
・
燭
）
へ
印
鑑

　を

持
参
し
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

合
計
所
得
金
額

軽
減
免
除
の
割
合

1
8
0
万
円
以
下

全
額

2
4
0
万
円
以
下

10

分
の
8

3
3
0
万
円
以
下

10

分
の
6

4
5
0
万
円
以
下

10

分
の
4

4
5
0
万
円
を
超
え
る

10

分
の
2

■
減
免
対
象
者
　
災
害
等
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
り
、

ま
た
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
減
免
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
減
免
条
例
の
適
用
を
受
け
た
人
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
所

得
割
を
減
免
し
ま
す
。

■
減
免
申
請
の
手
続
き
　
保
健
衛
生
課
国
保
係
（
智
内
線
蜘
・
m
）
へ

印
鑑
を
持
参
し
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
貸
付
限
度
額
　
個
人
…
二
五
〇
万

円

〈
「
獄
離
難
早
上
乗
せ
〉

　
天
災
資
金
の
貸
付
け
で
県
単
利
子

補
給
が
行
わ
れ
る
も
の
に
対
し
、
市

も
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

貸　付　区　分
上乗せ利子の負担区分 金　　利

県％ 市％ 1年～3年 4年～
償還期限

・特別被害地域で損失額

が50％以上の人

　％
2．0

　％
1．0

　％

0
　％
1．5

・損失額が30％以上で50
％未満の人

・特別被害地域外で損失
額50％以上の人

　　％

2．33

　　％

1．17

　％
2．0

　％
3．5

・損失額が10％以上で30

％未満の人

　　％

2．33

　　％

1．17
　％
3．0

　％
3．5

　
　
「
市
農
協
冷
害
資
金
」

麗　
　
　
　
　
市
単
利
子
補
給
事
業

　
市
農
協
が
行
う
緊
急
融
資
に
対

し
、
市
が
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

■
資
金
種
目
　
農
業
経
営
や
生
活
安

定
の
た
め
の
資
金

■
貸
付
対
象
者
　
原
則
と
し
て
標
高

三
〇
〇
層
以
上
の
集
落
で
耕
作
、
栽

培
を
行
い
、
損
失
額
が
農
業
収
入
の

一
〇
％
以
上
と
な
る
農
業
者

■
貸
付
限
度
額
　
被
害
額
以
内

■
貸
付
金
利
　
三
・
五
％
以
内
（
基

準
金
利
六
・
七
％
、
残
り
を
市
と
農

協
が
補
給
し
ま
す
）

闘
水
稲
種
子
確
保
対
策
鷹

　
県
単
に
よ
る
種
子
購
入
助
成
対
策

事
業
と
し
て
、
農
家
の
次
年
度
用
種

籾
の
購
入
経
費
に
対
し
て
、
市
と
県

が
全
額
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
（
標
高
三
〇
〇
材
以
上

集
落
の
生
産
者
）

①
減
収
額
が
平
年
の
収
穫
量
の
三
〇

　
％
以
上
の
生
産
者

②
転
作
目
標
達
成
者

翻
い
も
ち
病
防
除
対
策
瀕

　
穂
い
も
ち
病
の
追
加
防
除
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
薬
代
を
「
集
落
ご
と
」
に
県
と
市

と
農
協
で
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
集
落

①
標
高
四
〇
〇
材
以
上
の
集
落

②
転
作
目
標
達
成
集
落
（
た
だ
し
、

未
達
成
集
落
は
転
作
目
標
達
成
者
の

作
付
面
積
を
補
助
対
象
と
し
ま
す
）

■
補
助
単
価
　
五
七
〇
円
（
1
0
岬
，
当

た
り
）一

次
年
度
営
農
対
策
膿

　
　
生
産
資
材
購
入
費
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
単
独
事
業
）

　
生
産
者
に
生
産
資
材
（
元
肥
用
コ

シ
ヒ
カ
リ
配
合
肥
料
相
当
）
の
購
入

に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
　
①
標
高
四
〇
〇
折
以

上
集
落
の
生
産
者

②
転
作
目
標
達
成
者

■
補
助
単
価
　
三
、
二
六
〇
円
（
一
、

六
三
〇
円
×
2
袋
…
1
0
艀
ー
当
た
り
）

　
　
不
稔
水
稲
処
理
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
単
独
事
業
）

　
来
年
耕
作
す
る
た
め
、
不
稔
水
稲

を
刈
り
取
り
し
た
経
費
に
対
し
て
補

助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
　
標
高
五
〇
〇
材
以
上

集
落
で
収
穫
が
皆
無
に
等
し
い
生
産

者
■
補
助
単
価
　
三
、
○
O
O
円
（
1
0

誓
当
た
り
）

鯛
等
続
き

奮
金
融
対
策
　
m
蒙
回
の
金
融
対

　
策
は
農
協
各
支
駈
で
手
続
き
じ

　
て
く
だ
さ
糖
、

■
ぞ
の
他
　
水
稲
種
子
確
保
・
願

　
も
ち
病
防
除
・
次
年
度
営
農
対

　
策
は
、
帝
と
農
協
が
調
査
決
建

　
じ
ま
す
の
で
手
続
き
の
必
要
は

　
あ
ゆ
ま
懸
ん
。

園
間
榛
合
わ
せ

■
市
農
林
課
農
業
振
興
係
素
饗
騨

　
1
3
1
塗
1
内
線
蹴
・
鋤
）
儀
。

ロ
市
農
協
農
産
課
（
盈
騨
i
1
5

　
7
諺
）
へ
。
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平成6年度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
実
施
さ
れ
ま
す

評
価
は
上
が
っ
て
も
、
負
担
は
急
に
増
え
ま
せ
ん

　
　
固
定
資
産
税
は

哨　
　
　
市
の
大
切
な
財
源

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
毎
年
一
月
一
日
現
在
の
所
有

者
が
、
そ
の
資
産
が
あ
る
市
町
村
に
対

し
、
資
産
価
値
に
応
じ
て
納
め
る
税
で

す
。　

固
定
資
産
税
は
、
市
税
収
入
の
約
四

三
％
を
占
め
、
市
民
税
と
と
も
に
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の

重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、

三
年
ご
と
に
評
価
替
え
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
次
の
評
価
替
え
は
平
成
六
年

度
に
な
り
ま
す
。

　
　
評
価
替
え
で

監　
　
土
地
評
価
の
適
正
化

　
土
地
の
価
格
に
は
、
公
的
土
地
評
価

と
い
わ
れ
る
だ
け
で
も
、
①
地
価
公
示

価
格
（
国
土
庁
）
、
②
地
価
調
査
価
格
（
国

税
局
）
、
③
固
定
資
産
評
価
額
（
市
町
村
）

が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
代
の
急
激
な
地
価
高
騰

の
影
響
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
差
が
大

き
く
な
り
、
公
的
土
地
評
価
に
対
す
る

国
民
の
不
信
を
招
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
平
成
元
年
に
成
立
し
た
「
土

地
基
本
法
」
に
お
い
て
、
公
的
土
地
評

価
に
つ
い
て
相
互
の
均
衡
と
適
正
化
を

図
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

※税の性格を考慮
　し、相続税の評価

　は地価公示価格の

　8割に、固定資産
税の評価は地価公

示価格の7割とす

　ることになります。

、
こ
れ
を
受
け
て
平
成
四
年
に
は
、
ま

ず
相
続
税
評
価
額
が
地
価
公
示
価
格
の

八
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
一
方
、
固
定

資
産
の
土
地
評
価
（
宅
地
）
に
つ
い
て

は
現
在
、
地
価
公
示
価
格
に
対
し
全
国

平
均
で
二
三
・
三
％
と
大
き
く
評
価
額

が
離
れ
、
ま
た
地
域
間
に
も
か
な
り
の

不
均
衡
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
六
年
度
の
評
価
替

え
か
ら
、
地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度

を
目
標
に
全
国
的
な
是
正
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
評
価
額
は
ど
う
な
る
？

　
地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度
を
目
標

と
す
る
評
価
替
え
の
結
果
、
宅
地
の
評

価
額
は
、
か
な
り
上
昇
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
評
価
の

上
昇
率
は
異
な
り
ま
す
が
、
全
国
平
均

で
は
約
三
倍
（
本
市
で
は
約
一
・
五
倍
）

程
度
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
な
お
、
一
般
農
地
・
山
林
等
の
評
価

に
つ
い
て
は
、
地
価
動
向
な
ど
を
み
な

が
ら
評
価
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

×税率

　
　
課

　
　
の

｝
算
年

　
　
前

「
I
l
I
I
I
l
－
I
l
I
l
」

　
　
、
上
昇
幅
は
極
め
て
小
さ
い
も
の

と
な
る
見
込
み
で
す
。

おr”｝“”響購脚””印願一””昂噌””甲”””
りiく算弐》

’i前年度の課税標準額×負担調整率
1
： 奪当年度の税額 1
L閣＿＿噸一一印一囎一鼎＿＿一一甲＿闇一『層＿＿一甲＿一層騨＿一

区分 評価の上昇割合※ 負撞調整率

住
宅
用
地

3．6倍以下のもの 1．05

3．6倍を超え、4．8倍以下のもの 1，075

4．8倍を超え、6．75倍以下のもの 1．1

6．75倍を超え、15倍以下のもの i．15

15倍を超えるもの 1．2

非
住
宅
用
地

2．4倍以下のもの 1．05

2．4倍を超え、3．2倍以下のもの 1，075

3．2倍を超え、4．5倍以下のもの 1．1

4．5倍を超え、10倍以下のもの 1．15

10倍を超え、18倍以下のもの 1．2

18倍を超えるもの 1．25

　
　
税
の
負
担
は

監　
　
急
に
は
増
え
ま
せ
ん

　
今
回
の
評
価
替
え
は
、
公
的
土
地
評

価
の
相
互
の
均
衡
化
と
適
正
化
を
図

る
こ
と
が
目
的
で
、
増
税
を
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
評
価
替

え
に
伴
う
納
税
者
の
税
負
担
に
つ
い
て

は
、
急
激
な
税
負
担
の
増
加
を
で
き
る

だ
け
抑
え
る
た
め
、
総
合
的
に
適
切
な

調
整
が
と
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。

囹
固
定
資
産
税

　
　
　
〈
土
　
　
　
地
〉

①
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置

　
の
拡
充
　
　
　
　
（
現
行
↓
改
正
後
）

　
▼
一
般
住
宅
用
地

　
　
　
価
格
の
ー
Z
2
↓
1
／
3

　平成6年度評価額
原則として平成3年度評価額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
▼
小
規
模
住
宅
用
地
（
2
0
0
㎡
ま
で
）

　
　
　
価
格
の
ー
／
4
↓
L
∠
6

②
評
価
の
上
昇
割
合
の
高
い
宅
地
に
対

　
し
、
暫
定
的
な
課
税
標
準
の
特
例
措

　
置
の
導
入

　
▼
評
価
の
上
昇
割
合
の
高
い
宅
地

　
　
　
特
例
措
置
な
し
↓
評
価
の
上

　
　
　
昇
程
度
に
応
じ
て
価
格
の

　
　
　
3
／
4
～
1
／
2

　
※
こ
の
特
例
措
置
の
対
象
と
な
る
宅

　
　
地
は
、
事
務
所
、
工
場
な
ど
の
事

　
　
業
用
の
建
物
の
敷
地
も
該
当
。

③
宅
地
に
つ
い
て
、
よ
り
な
だ
ら
か
な

　
税
負
担
と
な
る
よ
う
な
負
担
調
整
措

　
置
の
実
施

　
①
～
③
の
措
置
に
よ
り
、
平
成
六
年

度
か
ら
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固

定
資
産
税
は
、
右
表
の
算
式
に
よ
り
計

算
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
計
算
に
よ
る
と
、
住
宅
用
地
で

あ
れ
ば
、
評
価
の
上
昇
割
合
が
三
・
六

倍
で
も
固
定
資
産
税
は
毎
年
五
％
の
上

昇
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

4



叢
灘
鱗
慧

饗
鞭
灘
難

欝愚
　轍

　
　
　
〈
家
屋
関
係
〉

　
家
屋
の
評
価
を
見
直
し
、
税
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

①
家
屋
の
耐
用
年
数
の
短
縮

　
（
代
表
例
）
　
（
現
行
↓
改
正
後
）

　
▼
木
造
住
宅
　
2
4
年
↓
2
0
年

　
　
　
　
　
　
　
32
年
↓
2
5
年

　
▼
非
木
造
　
住
宅
・
ア
パ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
7
0
年
↓
6
0
年

　
▼
非
木
造
　
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
5
0
年
↓
4
5
年

　
　
　
　
　
　
　
工
　
場

　
　
　
　
　
　
　
4
0
年
↓
3
5
年

②
非
木
造
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
の
初
期
減

　
価
の
引
き
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
四
↓
偲

③
平
成
5
年
度
に
お
い
て
課
税
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
い
る
家
屋
に
つ
い
て
3
％
の
減
価

④
新
築
住
宅
の
軽
減
対
象
床
面
積
の
拡

　
大

　
1
0
0
平
方
材
↓
1
2
0
平
方
材

※
家
屋
の
固
定
資
産
税
額
は
、
平
成
5

　
年
度
に
比
べ
、
少
な
く
と
も
3
％
軽

　
減
と
な
る
な
ど
、
段
階
的
に
無
理
の

　
な
い
税
負
担
と
な
り
ま
す
。

囹
都
市
計
画
税

　
　
　
〈
土
地
関
係
〉

①
宅
地
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
を
新

　
た
に
導
入

　
▼
一
般
住
宅
用
地

　
　
特
例
措
置
な
し
↓
価
格
の
2
Z
3

　
▼
小
規
模
住
宅
用
地
（
2
0
0
㎡
ま

　
　
で
）

　
　
特
例
措
置
な
し
↓
価
格
の
L
∠
3

②
固
定
資
産
税
と
同
様
の
税
負
担
の
調

　
整
措
置

　
　
　
〈
家
屋
関
係
〉

①
固
定
資
産
税
と
同
様
に
家
屋
の
耐
用

　
年
数
の
短
縮
等

　
　
　
　
　
　
か
制
の
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
わ
覧
年
　
　
係
1
2

　
　
　
　
＞
だ
縦
来
　
　
2
q

　
　
　
　
覧
ま
の
は
　
第
玉

　
　
　
　
灘
礁
瓢

　
　
　
　
の
税
税
め
　
－
内

　
　
　
　
帳
る
課
た
　
第
謎

　
　
　
　
台
よ
、
の
　
税
雛

　
　
　
　
雛
縫
難

　
　
　
　
課
替
税
価
　
課
容

　
　
　
　
税
価
産
評
　
務
ー

　
　
　
　
産
評
資
戴
・
税

　
　
　
　
騒
瀧
灘
機

　
　
　
　
固
6
ん
り
予
合

　
　
　
　
く
成
せ
あ
の
疑

　
　
　
　
　
　
平
ま
が
月
間

　
　
　
　
　
　
　
り
度
4
贋

囹平成6年度の評価替えに伴う税負担を、具体的に試算

すると次のようになります。

　十日町市の固定資産税率は、1．43％

　　　　都市計画税率は、0．17％です。
〈土　地〉（家屋の敷地）

　面　積：200m2
　平成3年度の価格　12，000，000円（60，000円／㎡）

　平成6年度の価格　42，000，000円（210，000円／㎡）

　　　　　　　　〔妻イ篇灘二1：撫

平成5年度分の固定資産税・都市計画税については評

価額課税

〈家屋〉

　構　　造：木造2階建（専用住宅）

　建築時期二昭和57年12月建築

　床面積：110㎡
　平成3年度の価格　5，170，000円（47，000円／㎡）

　平成6年度の価格　5，014，000円（45，590円／m2）

　　　　　　　　　　　　　　単位＝円

（参考）

区　分 騨譲 6隼度 ア葎度 8隼度

土
　
地

固　定
資産税

42，900 45，000（5％） 47，200（5％） 49，600（5％）

都　市
計画税

20，400 21，400（5％） 22，400（5％） 23，600（5％）

家
　
屋

固　定
資産税

73，900 71，700（△3％） 71，700（0％） 71，700（0％）

都　市
計画税

8，700 8，500（△2％） 8，500（0％） 8，500（0％）

合　計 145，900 146，600（0．5％） 149，800（2．0％） 153，400（2，0％）

囹固定資産税の計算式

〈土地〉

　　（平成3年度価格）×（住宅用地の特例率）×（税率）

　　　　　　1　　1
◎平成5年度分　12，000，000円×％×1．43％＝42，900円

　　　　　r而「（課税標準額）
　　　　　　　　1
　　（前年度の課税標準額）×　（負担調整率）×　（税率）

　　　　　　　　1　1　r→
◎平成6年度分　3，000，000円×1．05×1．43％＝45，α00円

　　　　　　　　　　　面格の上昇割合が3．5倍です
　　　　　　　　　　　ので、住宅用地で3．6倍以下
　　　　　　　　　　　の場合の負担調整率が適用
　　　　　　　　　　　になります。

◎平成7年度分　3，150，000円×1．05×1．43％＝47，200円

◎平成8年度分　3，307，500円×1．05×1．43％＝49，600円

〈家屋〉

◎平成5年度分　　　　5，170，000円×1．43％＝73，900円

◎平成6～8年度分　　5，014，000円×1．43％二71，700円

囹都市計画税の計算式

〈土地〉

◎平成5年度分　　　　12，000，000円×0．17％＝20，400円

　　　　　　　　1
◎平成6年度分12，000，000円×1．05×0．17％＝21，400円

〈家屋〉

◎平成5年度分　　　　5，170，000円×0．17％＝8，700円

◎平成6年度分 5，014，000円×0．17％＝8，5＠0円

5と『お’‘∬詐コ『　平成5年11月10日
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灘
　　　　　灘爆鞭

●●

　11月3日（文化の日）に秋の叙勲が発表されたのをはじめ、それぞれ

の分野で活躍された方の表彰が行われました。十日町市からは次の9人

と1団体が喜びの栄誉に輝きました。おめでとうございます。

圏
勲
六
等
瑞
宝
章
　
（
警
察
功
労
）
圏

鈴木進一郎さん
（土市2・72歳）

　
鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年
三
月
か

ら
三
十
三
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
警

察
業
務
に
従
事
し
、
警
察
功
労
者
と
し

て
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
三
条
市
生
ま
れ
の
鈴
木
さ
ん
は
、
十

日
町
署
く
二
十
年
）
を
振
り
出
し
に
新
潟

東
署
（
六
年
）
上
越
北
署
（
四
年
）
小
千

谷
署
（
三
年
）
と
勤
務
さ
れ
、
主
に
保

安
少
年
、
風
俗
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

「
一
生
懸
命
努
力
し
、
辛
抱
し
た
結
果
、

仕
事
に
意
欲
が
出
て
成
果
に
つ
な
が
っ

た
」
と
喜
び
と
と
も
に
、
暴
力
団
が
ら
み

の
犯
罪
が
多
く
、
人
身
売
買
、
売
春
で
若

い
女
性
の
悲
惨
さ
を
見
た
り
、
数
か
月

に
わ
た
る
夜
の
張
り
込
み
で
売
春
を
摘

発
し
た
苦
労
の
一
端
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
余
暇
を
利
用
し
て
創
作
活

動
を
行
い
、
四
十
年
に
高
橋
正
治
文
学

賞
を
受
賞
し
た
文
才
で
も
あ
り
ま
す
。

　
退
職
後
は
、
七
年
間
自
動
車
学
校
に

勤
務
し
、
今
は
俳
句
を
楽
し
み
な
が
ら

の
生
活
を
送
っ
て
い
る
鈴
木
さ
ん
で
す
。

闇
勲
六
等
瑞
宝
章
（
へ
き
地
保
健
衛
生
功
労
）
醐

高橋イト子さん
（西本町1・66歳）

　
高
橋
さ
ん
は
、
へ
き
地
で
豪
雪
地
の
保

健
婦
と
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
三

十
年
十
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
訪
問

指
導
や
健
康
教
育
な
ど
の
地
域
保
健
活

動
に
献
身
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
大
勢
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
自

分
の
今
日
が
あ
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
話
す
高
橋
さ
ん
は
、

温
厚
誠
実
な
人
柄
で
市
役
所
退
職
後

も
、
な
か
さ
わ
作
業
所
で
恵
ま
れ
な
い

人
た
ち
を
支
え
た
り
、
小
千
谷
・
十
日

町
断
酒
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お

手
伝
い
し
た
り
と
、
人
目
に
つ
か
な
い

地
道
な
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
無
医
村
の
時
代
は
一
番
苦
し
く
、

冬
期
間
は
な
だ
れ
や
吹
雪
に
悩
ま
さ
れ
、

命
が
け
の
保
健
活
動
だ
っ
た
」
と
し
み

じ
み
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
自
分

の
た
め
に
も
、
支
え
ら
れ
て
い
る
限
り

自
然
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け

た
い
と
高
橋
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

蜜

綬
褒
章
（
地
方
自
治
功
績
）
繍

綴
獺
、
、
嚢
蒙
灘
難
羅
、
、
灘
霧
罎
勤
蕩
馨
鶏
．
．

須藤誠也さん
（中条島・57歳）

　
須
藤
さ
ん
は
、
市
議
会
議
員
・
県
議

会
議
員
と
し
て
通
算
二
十
六
年
間
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

藍
綬
褒
章
の
栄
誉
と
あ
わ
せ
て
県
政
功

労
者
と
し
て
県
知
事
表
彰
を
受
章
し
、

二
重
の
喜
び
に
輝
き
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
二
年
四
月
に
三
十
一
歳
の

糊
藍
綬
褒
章中林秀一郎さん

　（中町・74歳）

　
中
林
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
五
月

か
ら
二
十
一
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
事
業
に
従
事

し
た
功
績
が
認
め
ら
、
藍
綬
褒
章
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
思
い
も
よ
ら
ぬ
受
章
、
身
に
あ
ま

る
光
栄
で
す
」
と
語
る
中
林
さ
ん
は
、

若
さ
で
市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
た
須

藤
さ
ん
は
、
以
来
三
期
十
二
年
間
に
わ

た
り
在
職
。
こ
の
間
、
議
会
運
営
委
員

長
を
は
じ
め
市
議
会
の
要
と
し
て
各
分

野
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

五
十
四
年
か
ら
は
県
議
会
議
員
と
し
て

四
期
連
続
で
当
選
し
、
総
務
文
教
委
員

長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
議
員
生
活
の
中
で
、
苦
し
く
悩

み
寝
れ
ぬ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
須
藤

さ
ん
は
「
信
頼
と
責
任
の
う
え
に
立
っ

て
、
誠
心
誠
意
に
市
政
・
県
政
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
心
温
ま
る
支
が

あ
っ
た
か
ら
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
受
章
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
更
生
保
護
功
績
）
聰

保
護
司
と
し
て
の
使
命
を
十
分
に
理
解

し
、
数
多
く
の
対
象
者
の
改
善
更
生
や

犯
罪
予
防
活
動
に
日
夜
を
い
と
わ
ず
、

献
身
的
な
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

温
厚
誠
実
な
人
柄
で
、
積
極
的
に
適
切

な
助
言
指
導
を
行
う
ほ
か
、
必
要
な
家

族
調
整
に
も
配
慮
し
て
き
ま
し
た
。

「
誠
意
を
持
っ
て
根
気
よ
く
、
お
互
い

信
頼
を
持
つ
こ
と
が
一
番
大
事
」
と
振

り
返
り
、
こ
れ
ま
で
に
百
三
十
件
余
り

の
事
件
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
十
日
町
地
区
保
護
司
会

長
の
要
職
の
ほ
か
、
㈱
県
保
護
観
察
協

会
評
議
員
と
し
て
基
盤
強
化
に
貢
献
し
、

多
方
面
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
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圏
環
境
衛
生
功
労
で
厚
生
大
臣
表
彰
鵬

小川公吉さん
　（本町4・66歳）

　
小
川
さ
ん
は
、
二
十
七
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
新
潟
県
麺
類
業
環
境
衛
生
同

業
組
合
の
役
員
と
し
て
、
組
合
発
展
へ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
十
月
二
十
六
日

東
京
新
宿
の
厚
生
年
金
会
館
に
お
い
て

厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
自
分
が
考
え
て
い
た
以
上
に
他

の
人
か
ら
祝
福
を
受
け
、
改
め
て
大
臣

表
彰
の
重
み
を
感
じ
、
自
分
に
値
す
る

か
自
問
自
答
し
て
お
り
ま
す
」
と
謙
虚

に
受
賞
の
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
川
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
先

代
か
ら
オ
ガ
ワ
ヤ
の
家
業
を
引
き
継
ぎ
、

昭
和
四
十
一
年
同
組
合
理
事
、
昭
和
四

十
六
年
同
組
合
常
務
理
事
兼
十
日
町
支

部
長
に
就
任
し
、
今
年
の
五
月
ま
で
要

職
を
歴
任
。
人
望
も
厚
く
経
営
特
別
相

談
員
と
し
て
組
合
員
の
健
全
経
営
に
指

導
的
役
割
を
果
た
さ
れ
、
衛
生
思
想
の

普
及
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

翻
栄
養
関
係
功
労
で
厚
生
大
臣
表
彰
闘

や
ま
な
会
（
難
マ
ス
ィ
）

　
十
日
町
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
（
や
ま
な
会
）
は
、
昭
和
四
十
四
年

九
月
設
立
以
来
、
地
区
組
織
の
連
帯
を

深
め
な
が
ら
食
生
活
改
善
に
努
め
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
栄
養
関
係
功
労
と
し

て
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
「
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
役
員
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
た
ま
も
の
」

と
話
す
徳
永
さ
ん
。
や
ま
な
会
の
前
身

は
、
四
十
年
保
健
所
栄
養
教
室
の
卒
業

生
十
名
。
会
員
の
研
修
会
や
料
理
教
室
、

市
の
各
種
検
診
事
業
で
の
お
や
つ
作
り

や
食
事
指
導
の
お
手
伝
い
、
健
康
づ
く

，
り
フ
ェ
ア
ヘ
の
参
加
な
ど
行
政
と
市
民

と
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
会
員
や
伝
達
講
習
を
増
や
し

な
が
ら
、
お
年
寄
り
へ
の
食
事
作
り
な

ど
健
康
づ
く
り
の
案
内
役
を
続
け
た
い

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彰　　　　　　　　　　　　　　　　　　裟　　　　　　　　　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　　鋪　　　　　　　　　　　　　禦　　　　　　　　　　　．1懸
　　　　　　　　　麟　　　　　　　藷　　　　　磁　　　賞　術農　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彰　　　　　　　　　　　　　　　　　　襲　　　　　　　　　　　　　　　　攣　　　　　　　　　　　　　　　輸　　　　　　　　　　　　　禦　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　鐵　　　　　　欝　　　　　濃　　　業　工茜

宮入昭二さん
（学校町1・66歳）

　
宮
入
さ
ん
は
、
装
飾
用
と
し
て
独
得
の
風
合
い
を

持
つ
シ
ェ
ニ
ー
ル
織
物
を
、
伝
統
の
緋
製
造
技
術
を

応
用
し
て
開
発
し
技
術
賞
に
輝
き
、
十
一
月
三
日
県

庁
で
県
知
事
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
代
初
期
、
紋
紙
業
界
の
低
迷
の
中
自

動
化
を
手
が
け
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
緋
織
機
を
独

自
で
改
造
。
シ
ェ
ニ
ー
ル
糸
（
モ
ー
ル
状
に
け
ば
立
て

た
飾
り
糸
）
を
用
い
、
絵
模
様
の
色
情
報
の
色
糸
本

数
情
報
へ
の
変
換
技
術
、
よ
こ
糸
選
択
用
電
子
制
御

装
置
と
ソ
フ
ト
、
最
適
な
モ
ー
ル
状
の
毛
足
を
得
る

た
め
の
撚
糸
機
な
ど
を
苦
心
の
末
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

根津昭一さん
（学校町1・66歳）

　
織
物
組
合
理
事
の
根
津
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

商
工
業
の
振
興
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
十

一
月
三
日
県
庁
で
県
知
事
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
六
年
三
十
四
歳
の
若
さ
で
監
事
に
就
任

し
た
根
津
さ
ん
は
、
三
十
八
年
か
ら
理
事
に
就
任
し

以
来
今
日
ま
で
、
三
十
年
余
り
要
職
を
歴
任
し
な
が

ら
組
合
運
営
の
中
枢
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
県
下
一
の
共
同
施
設
を
有
す
る
組
合
に
導
び

く
な
ど
指
導
力
を
発
揮
。
自
ら
は
五
十
八
年
に
伝
統

工
芸
士
の
認
定
を
受
け
初
代
会
長
に
就
任
し
、
産
地

の
織
り
商
品
の
振
興
に
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

農裸兼麓甥灘懸蘂縮事表彰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　裟　　　　　　　　　　　　　　　　攣　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　蟻　　　　　　　　　　　灘…　　　　　　　　　灘　　　　　　　鐵　　　　　纏　　　保　　神精

山田正吉さん
（四日町3・70歳）

　
山
田
さ
ん
は
、
市
農
業
委
員
と
し
て
昭
和
三
十
五

年
七
月
か
ら
現
在
ま
で
、
十
一
期
三
十
三
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
、
地
域
農
業
と
農
地
行
政
の
近
代
化
に

尽
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
十
一
月
三
日
県
庁
で

県
知
事
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
八
月
に
市
農
業
委
員
会
長
に
就
任

し
た
山
田
さ
ん
は
、
温
厚
篤
実
な
性
格
で
今
年
七
月

ま
で
の
二
期
六
年
間
、
卓
越
し
た
識
見
と
指
導
力
を

発
揮
し
、
農
政
の
振
興
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
信
濃
川
の
河
川
愛
護
会
員
と
し
て
環
境
美
化
運

動
に
も
情
熱
を
傾
け
て
い
ま
す
。

、

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
八
年
以
来
、

佐藤一男さん
（新光寺・67歳）

た
る
精
神
保
健
活
動
の
業
績
が
認
め
ら
れ
、

十
七
日
長
岡
市
で
行
わ
れ
た
「
健
康
づ
く
り
県
民
大

会
」
で
、
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
、
処
遇
改
善
に
積
極
的

に
活
動
し
て
き
た
佐
藤
さ
ん
。
昭
和
五
十
六
年
に
「
な

か
さ
わ
作
業
所
」
設
立
に
尽
力
し
、
六
十
一
年
か
ら

家
族
会
会
長
に
就
任
し
て
、
会
員
へ
の
啓
も
う
や
行

政
へ
の
陳
情
な
ど
指
導
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
現
在

は
県
の
連
合
会
長
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ

　
十
月
二
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第
4
6
回
県
縦
断
郡
市
対
抗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
云
競
走

　
第
四
十
六
回
県
縦
断
郡
市
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
が
、
十
月
二
十
三
日
・
二
十

四
日
の
両
日
に
わ
た
り
開
か
れ
、
十
日

町
チ
ー
ム
（
保
坂
常
雄
監
督
）
は
大
会

新
を
マ
ー
ク
し
、
追
い
す
が
る
新
潟
を

振
り
切
り
二
年
ぶ
り
五
度
目
の
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
3
0
チ
ー
ム
、
約
七
百
人

が
参
加
し
、
新
井
市
か
ら
新
潟
市
ま
で

の
1
6
区
間
（
2
0
1
・
7
キ
。
）
を
舞
台

大
会

に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
第

一
日
目
の
レ
ー
ス
は
、
新
井
市
か
ら
長

岡
市
ま
で
の
8
区
間
91
・
8
キ
。
で
タ
ス

キ
を
リ
レ
ー
。
十
日
町
チ
ー
ム
は
、
五

区
で
箱
根
駅
伝
を
走
っ
た
山
本
選
手
が

力
走
し
、
以
後
生
越
・
佐
藤
・
渡
部
の

高
校
生
ト
リ
オ
が
健
闘
し
、
新
潟
チ
ー

ム
に
2
分
3
5
秒
の
差
を
つ
け
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
第
二
日
目
娃
長
岡
市
を
一
斉
ス
タ

　
　
ー
ト
。
悪
天
候
の
中
、
前
半
三
位

　
　
に
つ
け
ま
し
た
が
、
徐
々
に
実
力

5度目の優勝を果たした十日町チーム

を
発
揮
し
、
新
潟
と
の
一
騎
打
ち

と
な
り
ま
し
た
が
、
初
日
の
貯
金

を
守
り
切
り
、
通
算
1
0
時
間
3
7
分

25

秒
の
大
会
新
で
V
5
を
達
成
し

ま
し
た
。

　
二
十
四
日
㈲
、
選
手
、
監
督
、

陸
協
関
係
者
八
人
が
優
勝
報
告
に

丸
山
市
長
を
訪
ず
れ
ま
し
た
。
梧

沢
陸
協
会
長
は
「
ベ
テ
ラ
ン
・
新

人
が
持
ち
場
を
守
り
走
り
ぬ
い
た

結
果
、
悲
想
感
の
な
い
す
ば
ら
し

い
レ
ー
ス
を
展
開
し
て
く
れ
た
」

と
報
告
し
、
保
坂
監
督
は
「
来
年
も
市

民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

一
出
場
選
手
成
績
一

〈
第
一
日
目
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

87654321区区区区区区区区

太
田
篤
宣

富
井
　
徹

正
野
健
一

島
田
博
行

山
本
秋
彦

生
越
寿
彦

佐
藤
成
展

渡
部
忠
夫

〈
第
二
日
目
〉

16　15　14　13　12　11　10　　9

区区区区区区区区

太
田
篤
宣

山
田
　
久

和
田
信
人

島
田
博
行

岩
田
　
司

山
本
秋
彦

井
川
純
宏

太
島
　
誠

32

分
01
秒
㎜
2
位

　
　
　
　
　

24
分
4
3
秒
位
の
4
位

　
　
　
　
ラ

40
分
3
0
秒
加
7
位

　
　
　
　
れ

44
分
1
9
秒
蝿
4
位

　
　
　
　
れ

43

分
08
秒
㎜
1
位

　
　
　
　
　

28
分
1
4
秒
㈹
－
位

　
　
　
　
ラ

40
分
2
7
秒
鵬
1
位

　
　
　
　
れ

35
分
2
6
秒
鵬
1
位

　
　
　
　
（

　
　
　
　
ラ

38
分
0
6
秒
郡
3
位

　
　
　
　
れ

44
分
5
9
秒
蜘
6
位

　
　
　
　
　

27
分
4
5
秒
㈱
2
位

　
　
　
　
ラ

54
分
3
5
秒
隔
3
位

　
　
　
　
　

31
分
2
6
秒
鮒
3
位

　
　
　
　
ラ

52

分
54
秒
照
1
位

　
　
　
　
れ

45
分
2
2
秒
瓢
n
位

　
　
　
　
せ

53
分
3
0
秒
齪
8
位

　
　
　
　
（

※
合
計
タ
イ
ム
　
ー
0
時
間
3
7
分
2
5
秒

ラ
ィ
オ
ン
ズ
の
森
ト
ー
テ
ム
ボ
ー
ル

　
　
　
名
称
「
友
愛
の
塔
」

　
十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
丸
山

勇
会
長
）
が
、
創
立
二
十
五
周
年
記
念

事
業
と
し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森
に
建
立

し
た
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
名
称
が
決
定

し
、
十
月
十
七
日
の
記
念
式
典
で
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
五
十
五
点
の
中

か
ら
、
根
津
緑
さ
ん
（
稲
荷

町
四
）
の
「
友
愛
の
塔
」
が

採
用
さ
れ
、
佳
作
に
庭
野
芳

雄
さ
ん
（
稲
荷
町
一
）
の
「
ラ

ト
ポ
ー
」
、
小
海
藤
伊
さ
ん
（
名

ヶ
山
）
の
「
四
季
の
瞳
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
に
決
定

　
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
は
、
高
さ
十
一
・

五
材
、
直
径
八
十
独
．
で
全
国
最
大
級
の

も
の
ど
い
わ
れ
、
彫
刻
家
の
藤
巻
秀
正

氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
火
焔
形
土
器
な
ど

妻
有
地
方
の
歴
史
・
文
化
が
彫
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

全国最大級のトーテムポール

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
五
九

　
　
　
　
　
　
　
　
G
・
S

　
十
月
二
十
二
日
働
、
国
際
ロ
ー
タ
リ

ー
第
五
九
一
〇
地
区
（
テ
キ
サ
ス
州
・

ガ
ル
ベ
ス
ト
ン
地
域
）
か
ら
研
究
グ
ル

ー
プ
五
人
が
来
市
し
、
丸
山
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
レ
オ
ン
・
ホ
ー
ル

マ
ン
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
一
行
五
名

は
、
十
月
三
日
か
ら
群
馬
県
・
新
潟
県

の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
歴
訪
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
丸
山
市
長
か
ら
十
日
町
市
の
概
況
や

リ
ゾ
ー
ト
の
話
な
ど
を
聞
い
た
の
ち
、

一
行
は
き
も
の
絵
巻
館
、
織
物
会
社
、

博
物
館
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

●

　
　
　
一
、
○
地
区
（
米
国
）

E
チ
ー
ム
が
来
市丸山市長の説明を聞く一行5名

8



第
4
4
回
県
高
校
駅
伝
競
走
大
会

　
十
一
月
二
日
㈹
、
』
第
四
十
四
回
県
高

校
駅
伝
競
走
大
会
が
新
発
田
市
五
十
公

野
公
園
陸
上
競
技
場
付
属
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
で
開
か
れ
、
十
日
町
高
校
男
子
駅

伝
チ
ー
ム
（
角
山
俊
文
監
督
）
は
四
年

連
続
九
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
七
区
間
4
2
・
1
9
5
キ
。
で
争
わ
れ
た

男
子
は
四
十
九
校
が
参
加
し
、
十
高
チ

ー
ム
は
1
区
で
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
ま
ま

追
走
を
許
さ
ず
、
2
時
間
13
分
52
秒
で

圧
勝
し
、
十
二
月
二
十
六
日
に
京
都
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
足
を
故
障
し
た
エ
ー
ス

柳
信
太
郎
選
手
を
欠
い
て
い
ま
し
た
が
、

各
校
の
エ
ー
ス
が
そ
ろ
っ
た
1
区
で
保

坂
選
手
が
健
闘
し
、
ト
ッ
プ
で
2
区
の

青
柳
選
手
に
タ
ス
キ
を
リ
レ
ー
。
青
柳

選
手
は
先
輩
の
記
録
を
1
0
秒
更
新
す
る

区
間
新
を
マ
ー
ク
し
、
通
算
5
5
秒
の
差

4

1区（10キ．）保坂祐介（3年）1位32分5秒
2区（3キ．）青柳　　勲（3年）1位（区間新）8分45秒

3区（8．1075キ．）生越寿彦（3年）2位25分36秒

4区（8．0875㌔）佐藤成展（3年）1位26分17秒

5区（3キ．）富井　徹（3年）1位9分24秒
6区（5キ．）井之川一彦（2年）2位15分38秒

7区（5キ・）見物芳晃（2年）6位16分07秒

　合　　計　　　　　2時間13分52秒

粒ぞろいのチーム、一丸となって全国へ

を
つ
け
独
走
態
勢
を
築
き
ま
し
た
。
3

区
生
越
選
手
、
4
区
佐
藤
選
手
も
実
力

ど
お
り
区
間
1
位
と
力
走
。
6
区
井
之

川
、
7
区
見
物
選
手
の
二
年
生
コ
ン
ビ

も
安
定
し
た
走
り
を
見
せ
、
あ
ぶ
な
げ

な
く
予
想
通
り
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
昨
年
の
小
林
雅
幸
（
早
大
）

選
手
の
よ
う
な
切
り
札
が
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
粒
ぞ
ろ
い
の
安
定
し
た
力
を

持
っ
た
チ
ー
ム
。
「
選
手
は
わ
た
し
の
考

え
て
い
た
筋
書
き
通
り
に
走
っ
て
く
れ

た
。
昨
年
に
お
と
ら
な
い
成
績
」
と
二

十
年
ぶ
り
に
指
揮
を
と
っ
た
角
山
監
督

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

犠
灘
獺
譲
懸
謬
曇
繋
．

　
　
　
繊
国
叢
嚢
繕
韓
抱
…
叢

小
林
先
輩
の
よ
う
な
ず
ば
ぬ
け
た
選

手
は
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
の
メ
ン
バ

ー
は
こ
れ
ま
で
の
十
高
チ
ー
ム
の
最

強
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
各
々
の
区

間
で
全
力
を
尽
し
、
2
時
間
9
分
5
0

秒
と
、
先
輩
の
つ
く
っ
た
順
位
を
目

標
に
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

『
ゆ
う
あ
い
ピ
ツ
ク
』
陸
上
竸
技

百
麿
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

関ロ正敬さん
（春日町1・20歳）

　
十
月
十
六
日
㈹
［
、
十
七
日
㈲
の
二
日

間
、
熊
本
県
で
「
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
四
十
五
名
の
新
潟

県
代
表
選
手
の
中
の
一
人
と
し
て
、
十

日
町
市
か
ら
参
加
し
た
関
口
正
敬
さ
ん

（
春
日
町
一
・
2
0
歳
）
は
、
陸
上
競
技

の
部
百
折
と
二
百
層
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
関

口
さ
ん
は
、
百
㌶
　
1
3
秒
5
で
金
メ
ダ

ル
、
二
百
㌶
で
は
2
8
秒
5
を
記
録
し
、

銅
メ
ダ
ル
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　
東
京
都
で
行
わ
れ
た
昨
年
の
大
会
で

は
取
れ
な
か
っ
た
金
メ
ダ
ル
を
、
今
年

は
取
る
こ
と
が
で
き
て
と
っ
て
も
う
れ

し
そ
う
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
二
百
層

で
コ
ケ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
順
調
に
走

れ
た
ら
、
銅
メ
ダ
ル
の
代
わ
り
に
銀
メ

ダ
ル
が
正
敬
さ
ん
の
胸
で
金
メ
ダ
ル
と

一
緒
に
輝
い
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
、
二
十
歳
の
正
敬
さ
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
練
習
し
て
、
い

い
記
録
を
出
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
楽

．
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　一昨年、農林水産省より新農政プランが

発表され、今年6月に農業経営基盤強化促

進法が制定されました。この法律は、認定

農家や生産組織、中核農家に農地を集め、

規模拡大を支援することをねらいとしてい

　
　
　
　
　
　
の

表
法
家
模
す
新
以
営

　
　
　
　
　
　
ま

　新農政プラン推進にあたっては、従来の

倍以上の農地の流動化を進める計画です。

経営規模を拡大したい認定農家や中核農家、

そして、経営規模を縮少したい農家はご相

談ください。

■相談先　農業委員（農地流動化推進委貝）

　または、農業委員会事務局（暦57－3111

　内線121）へ。

平成5年11月10日9とお佃陪
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大井田地区に市街地が
　一望できる手づくり公園が完成

　　～大井田権現堂自然公園～

真新しい1号バスに乗るお客さん

十日町一鉢のバス路線

　南越後観光バスによる代替輸送

　　～鉢で代替バスの出発式～

　
十
月
三
十
日
ω
、
大
井
田
権
現
堂
自
然
公
園

が
完
成
し
、
丸
山
市
長
を
は
じ
め
地
元
関
係
者

約
五
十
人
が
出
席
し
て
喜
び
の
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
権
現
堂
自
然
公
園
は
、
市
街
地
が
一
望
で
き

る
見
晴
し
の
よ
い
山
頂
の
一
部
を
地
権
者
か
ら

無
償
で
提
供
し
て
も
ら
い
、
大
井
田
地
区
民
が

春
か
ら
雑
木
の
伐
採
、
整
地
作
業
、
遊
歩
道
の

整
備
な
ど
に
労
働
奉
仕
を
し
な
が
ら
手
づ
く
り

の
公
園
と
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
池
田
一
吉
大
井
田
地
区
振
興
会
長
は
「
歴
史

あ
る
こ
の
地
域
の
自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

人
々
の
憩
の
場
と
し
て
こ
れ
か
ら
大
い
に
利
用

し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
出
席
者
は
思
い
思

い
に
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
公
園
を
歩
き
ま
し
た
。

　
十
日
町
－
鉢
線
の
バ
ス
運
行
が
、
越
後
交
通

㈱
か
ら
南
越
後
観
光
バ
ス
㈱
（
樺
沢
光
雄
社
長
）

に
変
更
し
、
そ
の
出
発
式
が
十
月
二
十
日
㈱
早

朝
、
鉢
の
停
留
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
発
式

に
は
地
区
振
興
会
や
地
元
民
ら
約
三
十
人
が
集

ま
っ
た
中
行
わ
れ
、
真
田
小
児
童
会
長
の
尾
身

あ
や
め
さ
ん
が
運
転
手
に
花
た
ば
を
贈
呈
し
た

後
、
十
人
ほ
ど
の
乗
客
を
乗
せ
た
真
新
し
い
第

一
号
バ
ス
が
出
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
は
越
後
交
通
が
運
営
し
て
い
ま
し

た
が
、
乗
客
数
の
減
少
に
よ
り
赤
字
路
線
と
な

り
、
代
替
バ
ス
運
行
に
切
り
替
え
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
南
越
後
観
光
バ
ス
と
な
り
国
・
県
・

市
が
負
担
し
な
が
ら
運
行
す
る
、
市
内
で
四
番

目
の
代
替
バ
ス
路
線
と
な
り
ま
し
た
。

駕

瀞糊権羅灘

自然を大切に完成を喜ぶ地域の皆さん

93

全
国
地
場
産
業

，

　
　
　
総
合
展
に
大
勢
の
人
出

　
十
月
二
十
三
日
d
b
、
二
十
四
日
㈲
の

二
日
間
、
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
ク
ロ
ス
ー
0
）
の
開
館
十
周

年
を
記
念
す
る
9
3
全
国
地
場
産
業
振
興

展
が
同
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
二
十
三

日
午
前
九
時
四
十
五
分
か
ら
開
会
式
が

行
わ
れ
、
あ
い
さ
つ
の
後
、
山
崎
関
東

通
産
局
計
画
課
長
、
鈴
木
県
商
工
労
働

部
長
、
須
藤
県
議
会
議
員
、
丸
山
市
長

ら
十
名
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
は
、
北
は
旭
川
か
ら
南

は
鹿
児
島
ま
で
全
国
二
十
七
の
地
場
産

業
セ
ン
タ
ー
が
集
ま
り
、
静
岡
の
お
茶

や
富
山
の
鱒
ず
し
な
ど
全
国
の
特
産
品

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
・

騒

南
魚
沼
、
松
代
、
松
之
山
を
含
む
十
か

市
町
村
交
流
フ
ェ
ア
も
加
わ
り
、
人
気

を
博
し
て
い
ま
し
た
。

　
中
ホ
ー
ル
で
は
、
十
日
町
新
産
業
デ

モ
フ
ェ
ア
が
開
か
れ
、
進
出
企
業
十
二

社
が
参
加
し
、
宝
飾
・
服
・
靴
な
ど
安

い
価
格
で
販
売
し
た
り
、
業
務
・
製
品

案
内
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
階
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
で

は
、
十
日
町
の
き
も
の
フ
ェ
ア
が
開
か

れ
、
十
日
町
の
友
禅
や
塩
沢
の
紬
が
展

示
さ
れ
た
ほ
か
、
駐
車
場
で
は
J
A
十

日
町
市
と
黒
沢
栗
生
産
組
合
婦
人
部
の

秋
の
農
産
物
市
場
が
開
か
れ
、
ク
ロ
ス

ー0

は
両
日
と
も
大
勢
の
人
出
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
　
鐡

騰
羅

　
糀
吊
顯
♪
｛
　
）
’
～
う
ρ
・
＾
ゲ

鰯
灘
▲
丸
山
市
長
ら
＋
名
に
よ
る
テ
少
カ
ッ
ト
、

70
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特設ステージで十日町のきものをアピール

代々木公園で
　　十日町をPR
～ホットウェーブ新潟’93にキャラバン隊～

　
新
潟
の
魅
力
を
首
都
圏
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
ホ

ッ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
新
潟
9
3
」
が
、
十
月
二
十
九
日

働
か
ら
三
十
一
日
㈲
ま
で
の
三
日
間
、
東
京
の

代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
の
郷

土
芸
能
を
は
じ
め
、
黒
龍
江
省
や
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
の
芸
能
シ
ョ
ー
、
各
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
物
産

コ
ー
ナ
ー
は
、
会
場
を
訪
れ
た
約
二
十
九
万
六

千
人
で
大
変
な
賑
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
市
も
、
大
好
き
十
日
町
会
、
雪
ま
つ
り
実

行
委
員
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
、
き
も
の

シ
ョ
ー
モ
デ
ル
な
ど
、
総
勢
三
十
六
人
で
参
加

を
し
て
き
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
「
き

も
の
シ
ョ
i
」
に
は
、
会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
業
者
に

よ
る
物
産
コ
ー
ナ
ー
も
大
好
評
で
し
た
。

〈材料〉　2皿分

ごぼう…………3～4本
砂糖……………大さじ3
しょうゆ………大さじ4

かたくり粉………2009
ごま……・…・………・少々

舞

　’儀

尾身愛子さん
（額二1僚5誉）

　
　
ご
ぽ
う
の
季
節
で
す
！

　
ご
ぼ
う
を
切
っ
た
だ
け
で
な
く
、
た

た
い
て
あ
る
の
で
味
が
し
み
こ
ん
で
、

ご
ぼ
う
の
香
り
が
ほ
ん
の
り
と
口
の
中

に
広
が
り
ま
す
。

　
わ
が
家
で
は
、
子
供
た
ち
の
弁
当
や

男
衆
の
酒
の
つ
ま
み
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
ご
ぼ
う
の
取
れ
る
季
節
で
す
。
ぜ

ひ
一
度
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
作
り
方
〉
⑱
ご
ぼ
う
は
、
ま
な
板
の

　
上
で
す
り
こ
ぎ
で
軽
く
た
た
く
。

⑭
た
た
い
た
ご
ぼ
う
を
四
弛
．
位
に
切
り
、

　
一
晩
あ
く
ぬ
き
を
す
る
。

⑭
ボ
ー
ル
に
あ
げ
、
か
た
く
り
粉
を
ま

　
ぶ
し
て
油
で
揚
げ
る
。

⑭
砂
糖
、
し
ょ
う
ゆ
を
煮
立
て
て
、
ご

　
ぼ
う
を
か
ら
め
る
（
こ
が
さ
な
い
よ

　
う
に
気
を
つ
け
る
）

⑯
暴
に
も
り
、
ご
ま
を
ふ
り
か
け
る
。

　
－
わ
が
家
の
味
し
を
募
集
し
て

糖
ま
㎝
す
。
響
ひ
こ
の
一
品
を
紹
介

し
て
み
た
鱒
秀
は
、
総
務
課
文
書

広
報
係
谷
騨
ー
3
玉
1
1
内
線

脳
）
へ
ご
｝
報
く
だ
さ
い
。

きい登
あん蔓

営ART望

野の花を活けるサークル

（指導＝湯本主計、代表＝滝沢フミイ）

　
中
条
の
野
に
咲
く
花
の
名
前
を
覚
え

た
り
特
性
を
知
り
、
よ
り
美
し
く
飾
っ

て
、
子
供
た
ち
に
や
さ
し
い
思
い
や
り

の
心
が
、
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
小
さ

な
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
P
T
A
の
サ
ー

ク
ル
活
動
で
し
た
。

　
五
年
目
に
入
っ
た
今
年
か
ら
は
、
地

域
の
方
々
に
も
範
囲
を
広
げ
、
中
条
公

民
館
活
動
と
し
て
開
始
し
、
現
在
会
員

は
十
五
名
。
色
鮮
や
か
な
園
芸
種
よ
り

も
、
野
の
花
の
か
れ
ん
さ
、
美
し
さ
に

引
か
れ
、
身
近
な
器
に
さ
し
て
み
ま
す
。

見
過
ご
し
が
ち
な
「
小
さ
な
自
然
」
が
、

時
に
は
玄
関
や
テ
ー
ブ
ル
を
お
し
ゃ
れ

に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
先
日
中
条
公
民
館
ま
つ
り
に
、
全
員

で
作
品
を
出
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
三
十
数
種
の
野
山
の
草
木
を
活
け

た
作
品
を
目
に
し
、
誰
れ
も
が
驚
き
の

声
を
あ
げ
ま
し
た
。
「
ホ
ー
、
山
ご
ぼ
う

の
ー
、
飾
れ
ば
き
れ
い
だ
の
ー
」
と
曲
っ

灘
自然に親しみながら野の花の心を探る皆さん

た
腰
を
伸
ば
し
な
が
ら
賞
め
て
く
だ
さ

っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
大
勢
の
人
た
ち
。

　
　
　
　
　
び

　
野
の
花
は
微
妙
に
異
な
る
葉
や
枝
ぶ

り
、
多
様
な
実
の
色
づ
き
、
優
し
さ
の

中
に
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

「
野
に
あ
る
花
は
あ
る
が
ま
ま
に
」
と

身
近
な
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
野
の
花

の
心
を
探
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
草
花
の
名
前
を
図
鑑
で
調
べ
「
あ
っ

た
あ
っ
た
」
と
大
喜
び
の
A
さ
ん

●
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
帰
り
に
「
こ
ん
な
花

が
あ
っ
た
よ
」
と
花
を
摘
ん
で
き
て
く

れ
た
夫
に
感
謝
す
る
B
さ
ん

●
祖
父
母
も
子
供
も
応
援
し
て
く
れ
る

家
族
の
ぬ
く
も
り
を
語
る
C
さ
ん

　
失
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
季
節
感
を
野
の

花
は
確
実
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
春
か

ら
夏
、
夏
か
ら
秋
へ
、
野
の
花
の
会
の

楽
し
み
は
膨
ら
ん
で
い
き
ま
す
。
隔
週

火
曜
日
の
夜
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

平成5年11月10日”盈おガ酵3
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齋

（
㈱
か
く
だ
い
雛
．
2
。
歳
）

木
裕
美
さ
ん
騒人コ子という・わがままのできる環境1こ育っ

　　た一ともありますが、ちょっと家族連れで近

くの温泉に行ける十日町は、・安らぎのある心の落

ち着ける街です。そして、私の知らないことも多

く、それなりの刺激がありますから、十日町以外

での生活は、何となく想像することができません。

瞬日町は・長喉統に支えられたきものの街で

　　すから何かきものに関係した職場をと希望し

て、この会社に入社して3年目になります。仕事

は営業事務です。伝票の整理だけでなく、きもの

の直しの取り継ぎや出荷作業の手伝いなど、型に

はまった仕事というものはなく、毎日、新しい発

見があります。家庭的な和気あいあいとした雰囲

気のもと、頼れる先輩がいてよかったと思います。

圏年成人式に振り袖を着まし燃他にあま
　　り着る機会がありません。きものが好きなの

で、もっといっぱい着るチャンスが欲しいですね。

灘懸

繋
霧
纏
欝
羅
“
“

敷豆

坂
伸
吾
さ
ん

（
㈱
ジ
ャ
パ
ン
ク
．
層
嬰

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

圏年倦高校を卒茎して入社しました・憧
　　は、フチイヤリンクや指輪のたて爪など、玉

飾品の研磨です。以前から貴金属をきれいにする、

この様な仕事に興味がありました。近代的な社屋

の中にある職場は明るく、先輩たちも良い人たち

ばかりで親切に教えてもらえます。

團　　れまでの土・日の休日は、好きな本を読んだり

　体を休めたりすることが多かったのですが、半

年を過ぎた今、会社の雰囲気にも慣れてきました。

麗日臓住を慣れたところですし・のどかで

　好きです。〕みごみして人がいっぱいいる都

会には、絶対に住みたいと思いません。季節は秋

が一番好き。空気が澄みわたり周囲に静かな雰囲

気が漂って、家の下の方に広がる田園風景やその

先の遠く、にしきに彩られた山々を見ていると、

心が洗われ満ち足りた思いになります。このまま

の自然をそっと大切に残して欲しいと思います。

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
本
州
の
最

西
端
に
位
置
す
る
山
口
県
美
祢
市
で
す
。

以
前
は
炭
坑
の
ま
ち
と
し
て
人
口
も
四

万
人
ほ
ど
い
て
、
と
て
も
活
気
が
あ
り

ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
閉
山

が
相
次
ぎ
、
今
は
約
二
万
人
と
激
減
し

大
変
過
疎
化
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
家
の
近
く
に
も
ぼ
た
山
が

い
く
つ
も
あ
っ
て
、
子
供
の
頃
友
達
と

毎
日
真
っ
黒
に
な
っ
て
ス
ベ
っ
て
遊
ん

だ
こ
と
が
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　
美
祢
市
は
こ
れ
と
い
っ
た
特
別
な
産

業
や
観
光
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
米
を

中
心
と
し
た
農
業
と
、
石
灰
石
、
硅
石

等
の
地
下
資
源
が
豊
富
で
セ
メ
ン
ト
や

石
灰
が
多
く
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
近
く
に
は
、
特
別
天
然
記
念
物

の
秋
芳
洞
や
国
定
公
園
秋
吉
台
が
あ
り
、

そ
の
高
原
に
広
が
る
異
国
的
景
観
は
と

て
も
素
晴
し
く
、
全
国
各
地
か
ら
毎
年

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
わ
た
し
が
愛
知
県
安
城
市
で
働
い
て

い
た
時
に
主
人
と
知
り
合
い
、
昭
和
五

樋ロヨシエさん
　（中在家・41歳）

　　　み　ね
山ロ県美祢市

十
一
年
に
十
日
町
に
来
ま
し
た
。
こ
ち

ら
に
来
て
や
は
り
一
番
に
雪
の
多
く
積

る
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
美
祢
市

で
も
雪
が
降
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
積

る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
雪
道
を
歩
く
こ
と
さ
え
大
変
で

し
た
。
今
で
も
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
と

て
も
恐
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
十
日
町
に
住
ん
で
、
何
と
い
っ
て
も

き
れ
い
な
空
気
と
お
米
が
と
て
も
お
い

し
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
農
業
を
知
ら

な
か
っ
た
わ
た
し
で
す
が
、
皆
さ
ん
が

と
て
も
親
切
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

素
敵
な
ま
ち
と
思
っ
て
い

ま
す
。

鹸県
蓼晒

耀勿　
　
　
　
　
、
。

　
　
　
　
詔

藤韓癬

“

ブ2



　
　
⑧

　
　
ン
轟

オ
話
樋
．
燃

臓
舞
、
、

芸術の秋です。劇場などに出かけると、こんな会

話を耳にします。

娼蕊x¢ロS¢爾e，①邊O　Oロ繭翻嗣就罷欝e撫蝶み

　諜懸ん、護蓬雄座多《もよろじ鱒謹蛍懸。1

鴎②魍醜畿aU．⑳G⑧舗e翻．〈》覇驚響ま。鶴ぞ）

A鐸隔敵蟹晶．（ゼうも。）

　「～してもかまいませんか」は①Do　you　mind　if～

という決まった表現です。mindは、「いやに思う」とい

う意味なので、直訳すると、「もし私がここに座ったら

ご迷惑ですか。」となるわけです。ですからその答えと

しては、②の様に、咽o”と言えば、「いいえ、かまい

ませんよ。どうぞお座りください。」と意味です。うっ

かり・聖Yes・と言うと、「迷惑ですので座らをいでくださ

い。」となってしまいますから、注意が必要です。②は、

r　do　not　mind　at　a”．”（全然かまいません。）の略。

その後に、相手の動作を促す③℃oahead．”（どうぞ。）

を付ければより丁寧ですね。

①のifの後は色々に変えて使われます。例えば、曜Do

youmindiflsmoke？”（たばこを吸ってもいいですか。）

などです。いやな場合は、聖Tm　sorry，but　I’d　rather

youdidn’t．”（すみませんが、吸わないでいただきたい

んです。）と言えば、丁寧に断わることができます。ま

た、たばこを吸う人は、吸う前に囎Doyoumind……？”

とたずねるのがエチケットです。

新座保育園　⑰

聾
辮

鞭

舞

弟が大きくなったら、みんなでり

んご狩りに行きたいの。赤くて大

きいりんごが食べたいナ。

一　擦

お父さん．お田さんと弟4人で￥

大好きな海に行ったんだよ。海の

中に草がはえていたんだ。

ρ

小林由梨恵ちゃん

　（新座4・5歳）

’一麟灘鐡．．

阿部亮介くん
（五軒新田・5歳）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
落
政
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
　
子
・
7
8
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
宿
も
し
な
き
ゃ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
は
、
何
を
や
る
に
も
大
勢
で
や
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
田
の
草
取
り
を
し
な
が
ら
の
ど
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
中
校
に
若
い
衆
が
寄
っ
て
飲
み
食
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
り
、
歌
だ
と
か
夜
遊
び
を
し
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
、
娯
楽
で
あ
っ
た
。

　
昔
の
人
は
い
っ
ぺ
え
米
を
食
べ
た
の
。
　
　
　
な
ん
と
言
っ
て
も
忘
ら
ん
な
い
ん
は
、

昼
食
べ
て
ち
ょ
飯
食
べ
て
、
お
か
ず
も
　
　
二
十
五
の
歳
に
招
集
で
北
支
に
四
年
間

少
な
か
っ
た
が
、
子
供
も
多
か
っ
た
し
、
　
　
兵
役
に
行
っ
た
こ
と
だ
の
。
中
で
も
連

朝
早
く
か
ら
稼
い
で
一
日
が
長
か
っ
た
　
　
隊
が
全
滅
し
そ
う
に
な
り
、
敵
も
味
方

ん
が
の
。
今
、
米
が
多
い
だ
何
ん
だ
と
　
　
も
わ
か
ら
な
い
中
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
で

言
う
ど
も
、
農
家
の
し
ょ
が
食
わ
な
く
　
　
逃
げ
て
五
日
目
に
友
軍
の
応
援
で
や
っ

な
っ
た
分
だ
と
思
う
て
。
　
　
　
　
　
　
　
と
助
か
っ
た
ん
だ
て
の
。
そ
し
て
、
十

　
生
れ
育
っ
た
の
は
、
願
入
な
ん
の
。
　
　
七
年
に
除
隊
に
な
っ
て
こ
こ
に
来
た
ん

　
　
　
　
つ
つ
み

夏
場
は
、
堤
で
泳
い
だ
り
山
ん
木
に
登
　
　
だ
て
の
。

っ
た
り
し
て
遊
ん
だ
ど
も
、
小
学
校
も
　
　
　
今
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
て
、

五
・
六
年
に
な
る
と
な
ん
か
手
伝
い
を
　
　
旅
行
に
も
行
く
が
、
だ
い
た
い
は
、
こ

し
ら
ん
じ
ゃ
な
ら
ね
や
ん
の
、
春
は
は
　
　
こ
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
郡
内
の
昔
の

な
っ
取
り
そ
れ
も
当
時
は
、
馬
だ
か
ら
　
　
こ
と
に
つ
い
て
の
史
書
を
見
た
り
話
を

足
が
速
く
泣
き
な
が
ら
や
っ
た
と
き
も
　
　
し
た
り
だ
の
。
そ
れ
に
、
若
い
頃
見
よ

あ
っ
た
の
。
高
等
科
は
下
条
の
本
村
ま
　
　
う
見
ま
ね
で
覚
え
た
生
け
花
を
し
て
、

で
通
っ
た
が
、
ご
く
雪
の
降
る
と
き
は
、
　
悠
々
自
適
と
い
う
と
こ
ろ
だ
の
。

②

＠
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第
一

一
士
ハ
回
『
市
美
術
展
』
入
賞
者

　
　
　
　
　
二
七
八
点
の
力
作
が
出
展

　
第
二
十
六
回
市
美
術
展
が
、
十
月
二

十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
十
日
町
市

民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は

八
部
門
に
昨
年
を
五
九
点
上
回
る
二
七

八
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
二
十
一
日

に
審
査
会
を
開
い
た
結
果
、
・
次
の
皆
さ

ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

『
日
本
画
（
出
晶
1
2
点
）

市展賞　関口守次さんの「山路」

▼
市
展
賞
　
関
口
守
次
（
田
中
町
東
）

▼
奨
励
賞
　
南
雲
　
進
（
川
治
上
町
）

▼
佳
　
作
　
松
崎
幸
子
（
西
本
町
2
）

樋
口
一
孝
（
四
日
町
3
）

哨
洋
画
（
出
品
¶
点
）

▼
市
展
賞
　
高
橋
貞
良
（
湯
沢
町
）

▼
奨
励
賞
　
込
田
昭
平
（
小
千
谷
市
）

山
口
清
治
（
松
之
山
町
）
小
海
秀
夫

　
（
原
）
上
村
晃
一
（
中
里
村
）

▼
佳
　
作
　
近
藤
忠
男
（
小
千
谷
市
）

　
野
本
幸
子
（
桑
原
）
関
口
耕
二
（
袋

　
町
中
）
斎
木
陽
子
（
南
鐙
坂
）
山
本

　
文
子
（
六
日
町
）
清
水
好
和
（
津
南

　
町
）哨

版
画
（
出
晶
4
5
点
）

▼
市
展
賞
　
富
永
和
也
（
湯
之
谷
村
）

▼
奨
励
賞
　
小
杉
瑞
恵
（
下
条
本
町
）

　
阿
部
松
三
（
大
黒
沢
1
）
大
口
貞
信

　
（
四
日
町
1
）

▼
佳
　
作
　
枯
木
又
婦
人
学
級
（
枯
木

　
又
）
林
虎
雄
（
昭
和
町
3
）
橋
本
三

郎
（
高
田
町
3
南
）
田
口
良
平
（
川

　
西
町
）
田
中
善
男
（
小
千
谷
市
）
尾

身
伝
吉
（
山
本
町
3
）
羽
鳥
ス
ミ
（
岩

　
野
）
滝
沢
和
子
（
津
南
町
）

監
前
衛
（
出
品
－
o
点
）

▼
市
展
賞
　
該
当
作
な
し

▼
奨
励
賞
村
山
正
彦
（
中
条
旭
町
）

広
田
律
子
（
津
南
町
）

▼
佳
　
作
　
さ
か
い
み
ち
か
ず
（
本
町

　
2
）
青
少
年
ホ
ー
ム
華
道
部
（
学
校

町
1
）

哨
彫
塑
（
出
品
－
o
点
）

▼
市
展
賞
　
山
田
令
三
（
六
日
町
）

▼
奨
励
賞
　
小
宮
山
晃
夫
（
下
町
）

▼
佳
　
作
　
小
杉
元
義
（
四
日
町
2
）

渡
辺
正
範
（
川
西
町
）

駈
工
軸
云
（
出
晶
3
8
点
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
憾

▼
市
展
賞
　
佐
藤
三
夫
（
稲
荷
町
西
）

▼
奨
励
賞
　
大
谷
喜
佐
子
（
学
校
町
2
）

星
名
好
男
（
川
治
下
町
2
）
吉
巴
庄
一

　
（
千
歳
町
）

▼
佳
　
作
　
桑
原
昭
夫
（
桜
木
町
）
佐

　
野
ま
つ
（
本
町
6
f
3
）
阿
部
喜
一

　
（
稲
荷
町
3
北
）
保
坂
義
男
（
南
鐙

坂
）
涌
井
元
三
郎
（
中
里
村
）
市
村

久
子
（
本
町
6
1
3
）
金
井
正
一
（
水

沢
1
）
広
田
律
子
（
津
南
町
）

監
書
道
（
出
品
47
点
）

▼
市
展
賞
　
田
中
澄
雄
（
姿
1
）

▼
奨
励
賞
　
高
橋
邦
治
（
本
町
東
1
）

田
中
武
彦
（
寿
町
3
）
島
田
美
穂
（
新

座
3
）
金
子
栄
子
（
上
川
町
）

▼
佳
　
作
　
斎
藤
裕
子
（
中
里
村
）
大

津
幸
一
（
新
座
3
）
志
田
喜
代
子
（
大

和
町
）
羽
龍
時
夫
（
錦
町
2
）
島
村

弘
（
大
和
町
）
内
山
純
一
（
津
南
町
）

佐
藤
千
恵
美
（
馬
場
2
）
和
田
良
一

　
（
大
和
町
）
山
田
令
三
（
六
日
町
）

哨
写
百
沢
（
出
晶
7
5
点
）

▼
市
展
賞
　
青
木
和
雄
（
塩
沢
町
）

▼
奨
励
賞
　
樋
熊
フ
サ
子
（
新
座
4
）

宮
沢
健
二
（
小
黒
沢
）
石
川
哲
司
（
田

川
町
1
）
中
林
正
一
（
上
町
）
田
村

正
夫
（
小
千
谷
市
）

▼
佳
作
鈴
木
蘭
（
本
町
6
1
3
）

小
杉
誠
一
（
貝
之
川
）
小
坂
幸
平
（
稲

市展賞
田中澄雄さんの
　　　　「五言律詩」

荷
町
西
）
佐
藤
栄
作
（
山
本
町
1
）

吉
楽
隆
志
（
中
里
村
）
桑
原
勝
一
（
湯

沢
町
）
板
場
孔
寿
（
津
南
町
）
山
岸

守
二
（
川
西
町
）
市
村
信
明
（
伊
達

3
）
阿
部
嘉
彦
（
塩
沢
町
）
田
口
正

樹
（
川
西
町
）
野
沢
恒
雄
（
四
日
町

2
〉
高
橋
健
吉
郎
（
川
原
町
）
山
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
し

正
伸
（
小
千
谷
市
）
仲
淳
（
小
千
谷

市
）
鈴
木
義
昭
（
塩
沢
町
）

▼

県
発
明
工
夫
・
模
型
展
入
賞
者
▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
入
　
選
　
池
田
雄
太
（
十
日
町
小
3

山崎真二郎くん
　（水沢小4年）

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ス
ー
パ
ー
ト
イ
レ
」

で
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
を
受
賞
。

囹
発
明
工
夫
展
（
出
品
2
8
校
…
点
）

▼
最
優
秀
賞
　
山
崎
真
二
郎
（
水
沢
小

　
4
年
）

▼
優
秀
賞
　
田
村
　
梓
（
西
小
5
年
）

　
年
）
児
玉
綾
子
・
斎
木
美
由
紀
（
吉

　
田
中
3
年
）

囹
模
型
展
（
出
晶
1
8
校
…
…
点
）

▼
優
秀
賞
　
水
野
由
美
子
（
十
日
町
小

　
6
年
）
▼
奨
励
賞
　
宮
澤
み
ゆ
き
・

　
宮
澤
匡
（
水
沢
小
3
・
6
年
）

▼
入
　
選
　
大
西
絵
美
・
大
西
洋
（
水

　
沢
小
2
・
6
年
）
保
坂
貴
之
（
水
沢

　
小
2
年
）
金
澤
星
児
（
水
沢
小
2
年
）

圃
学
校
賞

▼
発
明
工
夫
優
秀
賞
　
水
沢
小
学
校

▼
模
型
最
優
秀
賞
　
水
沢
小
学
校
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く
み
取
り
の
申
し
込
み
は

　
　
　
　
　
　
　
お
旱
め
に

　
毎
年
、
降
雪
前
に
な
る
と
ト
イ
レ
の

く
み
取
り
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。
こ

の
時
期
は
、
申
し
込
み
順
に
計
画
収
集

を
し
ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
下
水
道
工
事
等
で
ト

イ
レ
を
改
造
す
る
と
き
は
、
工
事
前
に

く
み
取
り
が
必
要
で
す
の
で
、
工
事
日

時
を
決
め
る
際
は
、
余
裕
を
持
っ
て
清

掃
業
者
に
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
清
掃
業
者

　
㈲
す
る
が
や
清
掃
（
智
52

－
2
0
1
8
）

　
津
南
清
掃
社
（
盈
52

－
3
7
0
7
）

　
㈲
下
条
清
掃
社
（
盈
5
5
－
2
0
4
6
）

　
㈲
川
西
ク
リ
ー
ン
（
盈
6
8
－
2
4
2
8
）

一、、

市
民
演
劇
ま

■
と
　
　
き

後
1
時

■
と
こ
ろ

■
入
場
料

■
出
　
演

　
　
　
　
　
　
つ
り

11

月
2
3
日
㈹
　
開
場
”
午

開
演
H
1
時
3
0
分

市
民
会
館
ホ
ー
ル

3
0
0
円

劇
団
H
御
の
字
「
目
覚
め
」

　
（
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分
）

劇
団
”
ど
た
ん
ば
「
天
国
か
ら
北
へ

3
キ
ロ
」
（
2
時
4
0
分
～
4
時
）

■
問
い
合
わ
せ
　
市
公
民
館
本
館
（
盈

　
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

ミ
テ
ィ
ラ
ー
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
展

ミティラー地方に伝わる儀礼用

　　　　テラコッタ展

　
ミ
テ
ィ
ラ
i
地
方
に
住
む
二
人
の
優

れ
た
陶
工
が
、
美
術
館
滞
在
中
に
製
作

し
た
作
品
と
イ
ン
ド
政
府
か
ら
寄
贈
さ

、

れ
た
百
点
余
り
に
お
よ
ぶ
テ
ラ
コ
ッ
タ

が
一
堂
に
公
開
さ
れ
ま
す
。

■
期
間
1
2
月
2
4
日
働
ま
で
。

　
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時
（
火
曜
休
館
）

■
と
こ
ろ
　
ミ
テ
ィ
ラ
ー
美
術
館

■
入
場
料
　
大
人
”
5
0
0
円
　
中
学

　
生
～
学
生
”
3
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
　
ミ
テ
ィ
ラ
ー
美
術
館

　
（
大
池
盈
52
1
2
3
9
6
）
へ
。

新
潟
サ
ン
テ
ィ
ツ
ク
学
院

　
　
　
　
　
短
大
生
募
集

～
来
年
4
月
六
日
町
に
開
校
～

■
入
校
資
格
　
高
校
卒
業
も
し
く
は
同

　
程
度
の
人

■
科
目
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科

■
入
学
方
法
　
受
験
（
英
語
・
現
代
国

　
語
・
面
接
）
推
薦
（
小
論
文
・
面
接
）

■
問
い
合
わ
せ
　
新
潟
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク

　
学
院
短
期
大
学
教
務
部
（
南
魚
沼
郡

　
六
日
町
盈
0
2
5
7
1
7

2
1
4
5
5

　
4
）
へ
。

コ

と酒

き皇
　自

■
と
こ
ろ

■
申
し
込
み

1
2
4
0
0
）

課
保
健
衛
生
係

約
し
て
く
だ
さ
い
。 の

懇
談
会

n
月
1
9
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

十
日
町
保
健
所
．

　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
　
ま
た
は
、
保
健
衛
生

　
　
（
盈
内
線
鵬
）
へ
予

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
n
月
2
6
日
働

　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
柳
沼
医
師
（
五
日
町
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
、

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

副交通安全キャンペーン

■しっかり止まって、はっきり確認運動

　交差点は事故の多発地帯です。運転者は

安全確認を十分

護1濃輪懸蕪感
讐・でく 叢讐聾
10月中の交通事故発生状況（）は累計

叢瞬載 発盤纏数 負傷警数 死者数

十日町市
平成5年 16（134） 15（140） 1（6）

平成4年 23（158） 27（183） 0（3）

川西町
津南町
中里村

平成5年 17（96） 19（119） 1（5）

平成4年 12（105） 15（114） 0（0）

計
平成5年 33（230） 34（259） 2（11）

平成4年 35（254） 42（297） 0（3）

　　　　　交差点で死亡事故
　綾　●9
　綾％
　　・　　10月26日㈹、午後0時15分ご

　　　　ろ川西町高原田の町道の十字交

差点で、60歳の男性会社員が運転する普

通乗用車が横断歩行中の79歳の女性に衝

突し、脳挫傷により死亡しました。運転者

はしっかり前方と周囲の安全確認をし、歩

行者も安全確認してから行動しましょう。

　　　　　　　　　　　　　田　　　　　　　　　　　票　　　　　　　　　獲
　　　　　　　壌

　　　　　蒙　　　　選　　獲繭

　　　　　　　　　　　　態
　　　　　　　　　麟　　　　　　覇　　　鶏翻

　　十目町市長選挙は
　　　　　　　記号式投票です

　投票用紙に候補者の氏名が印刷されてい

ますので、氏名の上欄枠内に備え付けのゴ

ム印をつけてください。

不在者投票
　投票日に、市外へ旅行や投票区外の仕事

に従事するため投票所で投票できない人は、

11月14日（日〉から11月20日㈹まで、毎日午前

8時30分から午後5時まで、市保健センタ

ー1階の選挙事務室で不在者投票ができま
す。

　不在者投票をされる人は、印鑑と入場券

を持参してください。

■問い合わせ

　選挙管理委員会（費57－3111内線501・

　504）へ。選挙事務室は保健センター1階

　にあります。

ロピ　き鮎猛搬鰯㈹　餐後蔭時鐙分開演
ロ惹蕊ろ　叢難体脊館

貰關艦・奮わせ弛圏《難新國2・懸52－5352）
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畔
，
陛
匡

鐵羅醗灘

鐵
鞭
鑛
雛
灘
㎜

S●1
　
武
士
に
な
っ
た
縮
間
屋
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

　
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
十
一
月
、

十
日
町
で
も
有
力
な
縮
間
屋
で
あ
っ

た
越
前
屋
と
加
賀
屋
に
、
京
か
ら
一

通
の
書
状
が
届
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
う
ぶ
き
ょ
う

　
そ
の
こ
ろ
、
従
二
位
刑
部
卿
で
あ

っ
た
萩
原
兼
武
の
家
臣
か
ら
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
ち
ま
い

で
、
家
臣
に
取
り
立
て
、
扶
持
米
を

与
え
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
な
ぜ
京
都
の
公
家
の
家
臣
と
な
る

よ
う
な
関
係
が
生
じ
た
の
で
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
え
　
ふ

か
。
そ
れ
は
、
絵
符
（
江
戸
時
代
に

幕
府
・
武
家
・
公
家
・
社
寺
な
ど
が

宿
駅
の
人
馬
を
使
用
し
て
物
資
を
輸

送
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
荷
物
に

つ
け
た
札
）
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
縮
は
、
五
月
中
旬
か
ら
開
か
れ
る

縮
市
で
仕
入
れ
、
す
ぐ
に
も
み
、
さ

ら
し
、
た
た
み
な
ど
の
工
程
を
経
て
、

京
や
江
戸
の
呉
服
問
屋
に
送
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
だ
め

　
絵
符
を
立
て
た
荷
物
は
、
御
定
賃

銭
と
い
う
比
較
的
安
い
駄
賃
で
、
し

か
も
迅
速
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
た
い

　
そ
う
で
な
い
商
い
荷
物
は
、
相
対

賃
銭
と
い
う
高
い
駄
賃
で
、
荷
物
が

混
み
あ
う
と
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
越
前
屋
と
萩
原
家
と
は
、
早
い

時
期
か
ら
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

絵
符
が
与
え
ら
れ
た
の
は
享
保
年
中

（
一
七
一
六
シ
三
六
）
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
萩
原
家
の
家
臣
に
は
な
ら
な
い
」

と
答
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
々

で
は
家
臣
な
み
に
取
り
扱
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　
蕪
木
丹
助
（
越
前
屋
）
に
は
隼
人
、

圓
八
郎
（
加
賀
屋
）
に
は
蔵
人
と
い

う
名
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
越
前
屋
と
加
賀
屋
か
ら
は
、
毎
年

二
反
の
縮
が
献
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
で
も
越
前
屋
（
蕪
木
孫
右
氏
）

に
は
「
萩
原
刑
部
卿
殿
」
と
記
さ
れ

た
絵
符
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　　　　　　難縫灘、鑛　　灘　灘難

「家臣に取り立てたとの書状」（蕪木孫右氏所蔵）㌧

趨鶴

嚢
，
、

．戴、難、難難ゆ磁＼

繍
．
騨

　　　ヤ　ま横が・ら、　　　上から　　　　下から

　　　　　　　　　　　　　　　　地獄の使者？ドクササコ

　　竹林や笹やぶ、広葉樹林などの地上に生えるキシメジ科のキノ

　コです。傘は5～10cm、表面は淡榿黄色～茶褐色、中央はじょう

　ご形にくぼんでいることが多く、縁は内側に巻きます。ひだは黄

　白色。柄は傘とほぼ同色、中空、縦に裂けやすくなっています。

　　有名な毒キノコで、誤食すると4～5日後して（時には1週間

　から1か月後）、指先のヒリヒリからやがて焼け火ばしをつきさす
聾

　ような七転八倒の激痛が1か月以上も続くそうです。そんなこと

　から、地獄の使者ともいわれます。症状からヤケドキン、竹林に

　よく見られるのでヤブシメジともいわれています。

萎　　魚沼地方より東頸城に多く見られます。
嚢

馨鑓
，

灘購蓼
　10月3蝸㈱は帝内各所で文駕祭難翻鎌

れましだ。馬場1上逡跡の上に建霧擁難藤灘

校（今井大治校長）では、趣陶を凝ら磁

た初企函の馬場圭祭り瀞行われ藤膨癒、

午前中の児童による音i楽発1表に続き、餐

後からは掌隼ごとに、そばつく殺、箪氷

染め、酬」ン薪ゲーム．藩の玩異作ηな
　　　　　　　　　　　あこし
どの体験学習発表と最後に御輿難つぎが

行われ、終田護ぎわ糖を臨懸鐵縁しだ．

　　　雨の動き
　　　　麟癬i隠業圏i麗i薩鎌

ロ戴遇　　獺，魍母i灘舗翻鑓一物

　　男　　鍵，鱗欝蒸総謝霧鋤
　　叢　　麗，鍵⑧蕪蔓鍵　嚢醗

鷺撞韓数　　慧鱗懸欝　鮪鵬籐熊纈

■
編
集
後
記

　
今
年
の
冷
害
に
よ
る
稲
作
は
、
当
間
、

鍬
柄
沢
、
枯
木
又
な
ど
標
高
五
百
耕
以

上
の
所
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

被
害
状
況
を
記
録
に
残
し
て
お
く
た
め
、

十
月
二
十
一
日
当
間
に
取
材
に
行
く

と
、
い
つ
も
の
年
な
ら
既
に
刈
り
取
り

が
終
わ
っ
て
い
る
田
も
、
少
し
で
も
長

く
日
に
当
て
実
ら
せ
よ
う
と
、
刈
り
取

ら
な
い
田
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
光
夫
さ
ん
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
を

動
か
し
て
い
ま
し
た
が
、
袋
に
入
る
の

は
青
米
の
み
、
刈
れ
ど
も
刈
れ
ど
も
袋

は
い
っ
ぱ
い
に
な
ら
ず
顔
色
も
さ
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
天
候
に
左
右
さ
れ
、
農

政
に
振
り
回
わ
さ
れ
る
農
家
の
厳
し
さ

は
大
変
な
も
の
。
来
年
こ
そ
は
豊
作
を
．

と
祈
っ
て
い
た
⑭
で
す
。
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